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㊧
事
例
紹
介
㊧

安
全
で
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
た

島
根
大
学
の
挑
戦

～
自
転
車
登
録
制
度
と
構
内
乗
り
入
れ
規
制
区
域
の
設
定
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
一
郎

（
島
根
大
学
教
育
学
部
助
教
授
）

は
じ
め
に
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
組
織
的
な
活
動
へ
～

「
大
学
構
内
の
交
通
問
題
」
、
そ
れ
は
大
学
ご
と
に
事
情
が
異
な
る
。

つ
ま
り
、
都
市
部
の
大
学
と
地
方
大
学
、
ま
た
、
新
設
も
し
く
は
移

転
し
た
大
学
と
旧
来
か
ら
の
大
学
と
で
は
構
内
の
施
設
の
配
置
や
交

通
導
線
等
の
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
本
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
構
内
交
通
問
題
」
解
決

へ
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
紹
介
す
る
。
特
に
、
問
題
解
決
に
向

け
た
取
組
の
中
で
本
学
で
は
、
伝
統
的
に
献
身
的
な
学
生
及
び
教
職

員
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
本
学
松
江
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
力
を
二
〇
〇
六
年
三
月

に
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

組
織
的
な
取
組
と
し
て
大
き
く
前
進
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
本
学
の
環

境
改
善
に
向
け
た
挑
戦
で
あ
り
、
社
会
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
で
も
あ

る
。二

　
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

　
本
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
面
積
は
一
七
万
六
九
三
一
平
方
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
写
真
1
及
び
写
真
2
の
と
お
り
国
立
大
学
法
人
の
中
で

も
大
変
狭
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
敷

地
に
、
法
文
学
部
、
教
育
学
部
、
総
合
理
工
学
部
及
び
生
物
資
源
科

学
部
が
所
狭
し
と
同
居
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生

食
堂
、
図
書
館
、
本
部
棟
、
学
生
会
館
、
体
育
館
等
の
施
設
も
こ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
六
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特集・学内交通問題

O
O
O
人
を
超
え
る
学
生
・
教
職
員
が
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
狭
い

敷
地
に
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
入
る
と
自
ず
と
構
内
の
交
通
に
多
々

問
題
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
た
だ
し
、
過
去
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
興
味
深
い
変
化

が
分
か
っ
た
。
二
〇
～
三
〇
年
前
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
み
て
み
る
と
、

敷
地
面
積
に
は
変
化
が
な
い
が
（
写
真
1
及
び
写
真
2
を
参
照
）
、

学
生
・
教
職
員
数
が
現
在
の
半
数
程
度
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
人
口

密
度
は
当
時
に
比
べ
て
倍
程
度
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
は
、
自
動
車
も
少
な
く
、
バ
イ
ク
や
自
転
車
も
と
り
た
て
て

問
題
が
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
時
が
経
過
す
る
に
つ
れ
、
移
転

や
敷
地
の
拡
充
が
行
わ
れ
て
い
な
い
本
学
で
は
、
学
生
・
教
職
員
数

の
増
加
へ
の
対
応
は
、
敷
地
内
に
一
〇
階
を
超
え
る
高
層
の
学
部
棟

を
い
く
つ
か
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
克
服
し
て
き
た
。

　
た
だ
し
、
学
内
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自

転
車
の
収
納
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
歩
行
者
と
共
存
す
る
こ

と
に
よ
り
、
構
内
移
動
に
伴
う
諸
間
題
が
徐
々
に
表
面
化
し
て
き
た
。

現
在
、
私
達
は
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
交
通
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
快

適
な
「
櫨
丙
未
来
図
」
を
提
示
す
る
必
要
に
追
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

三
　
「
交
通
問
題
」
解
決
へ
向
け
た
取
組
体
制
が
で
き
る
ま
で

現
在
、
「
交
通
問
題
」
を
含
め
て
環
境
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
は
I
S
O
1
4
0
0
1
規
格
の
も
と
組
織
さ
れ
た
委
員
会
（
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
E
M
S
）
実
施
委
員
会
）
を
中
心
に
、

個
々
の
環
境
側
面
ご
と
に
六
つ
の
作
業
部
会
（
①
環
境
教
育
に
関
す

る
作
業
部
会
（
環
境
教
育
作
業
部
会
）
、
②
環
境
研
究
に
関
す
る
作

業
部
会
（
環
境
研
究
作
業
部
会
）
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
節
約
に

関
わ
る
作
業
部
会
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
業
部
会
）
、
④
生
活
系
ご
み
の

排
出
に
関
わ
る
作
業
部
会
（
生
活
系
作
業
部
会
）
、
⑤
実
験
系
の
廃

棄
物
の
排
出
に
関
す
る
作
業
部
会
（
実
験
系
作
業
部
会
）
、
そ
し
て

⑥
構
内
の
交
通
問
題
や
ア
メ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
作
業
部
会
（
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
作
業
部
会
）
）
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ら
を
実

行
・
実
践
す
る
学
部
や
部
局
で
の
E
M
S
対
応
委
員
会
を
組
織
し

た
。
交
通
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
記
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
作

業
部
会
で
そ
の
対
応
が
検
討
・
実
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
こ
れ
ら
I
S
O
1
4
0
0
1
に
基

づ
く
組
織
が
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
路
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
学
生
と
教
職
員
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー

ス
の
組
織
体
が
そ
の
原
型
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
組
織
体
は
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
通
称
E
C
O
C
）
と
呼
ば
れ
る
組
織
で
あ
り
、
平
成
二
一
年
度
に

学
長
裁
量
経
費
を
得
て
緩
や
か
に
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

当
初
、
各
学
部
か
ら
数
名
ず
つ
の
教
員
に
加
え
て
、
十
数
名
の
学
生

が
中
心
に
な
り
、
日
々
学
内
の
環
境
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
議
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論
を
重
ね
た
。
こ
の
組
織
体
は
、
学
内
の
非
公
式
の
も
の
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
学
長
、
副
学
長
を
は
じ
め
事
務
方
の
要

職
も
名
を
連
ね
、
年
に
一
度
の
成
果
発
表
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
成

教職員による駐輪指導写真3

果
発
表
会
に
は
地
域
住
民
を
も
巻
き
込
み
、
発
表
会
の
参
加
者
は
四

〇
〇
名
近
く
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
学
生
・
教
職
員
の

熱
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
成
し
得
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に

「
学
生
の
や
る
気
」
に
教
職
員
が
引
っ
張
ら
れ
た
感
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
E
C
O
C
の
活
動
に
連
動
す
る
よ
う
に
、
平
成
二
二
年
に
は

学
内
で
環
境
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の
も
と
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア

メ
ニ
テ
ィ
ー
専
門
委
員
会
」
が
組
織
化
さ
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
専
門
委
員
会
は
、
E
C
O
C
を
母
体
に
し
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
よ
う
。
そ
の

後
も
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
の
E
C
O
C
と
公
認
委
員
会
の

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
専
門
委
員
会
の
協
調
の
も
と
、
よ
り

組
織
的
な
環
境
改
善
を
目
指
し
、
現
在
の
I
S
O
1
4
0
0
ー
ベ
ー

ス
の
E
M
S
実
施
委
員
会
へ
と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
組

織
体
が
変
わ
り
こ
そ
す
れ
、
学
生
・
教
職
員
の
「
環
境
」
に
対
す
る

思
い
に
変
わ
り
は
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
写
真
3
）
。

四
　
「
交
通
問
題
」
の
問
題
点
と
解
決
の
難
し
さ

　
さ
て
、
本
題
の
「
交
通
問
題
」
で
あ
る
が
、
一
体
何
が
問
題
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
す
る
答
え
は
、
多
く
の
学
生
・
教
職
員
が

同
じ
に
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
自
転
車

の
駐
輪
場
外
駐
輪
が
一
番
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
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題
は
E
C
O
C
時
代
よ
り
、
学
生
・
教
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取

問通
り
を
繰
り
返
し
、
次
の
よ
う
な
論
点
を
抽
出
．
整
理
し
た
。

交
　
　
つ
ま
り
、
現
状
の
自
転
車
の
問
題
点
は
、
①
安
全
上
の
問
題
（
交

内学
通
事
故
と
そ
れ
に
伴
う
傷
害
）
、
②
緊
急
車
両
、
車
椅
子
及
び
歩
行

・
の
障
害
に
な
る
（
交
通
障
害
）
、
③
乱
雑
な
駐
輪
マ
ナ
ー
に
基
因
す

集寺
る
悪
景
観
、
で
あ
る
。
特
に
、
安
全
上
の
問
題
は
最
重
要
課
題
で
あ

穿　
り
、
自
転
車
と
い
え
ど
も
死
亡
事
故
に
至
り
得
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

　
早
急
な
対
策
と
対
応
が
望
ま
れ
る
。

　
　
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
る
も

　
　
の
の
、
問
題
解
決
に
立
ち
は
だ
か
る
難
し
い
局
面
を
、
作
業
部
会
で

　
は
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
如

　
実
に
現
れ
、
作
業
部
会
の
判
断
を
迷
わ
し
た
。
つ
ま
り
、
ご
み
の
問

　
題
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
は
、
そ
の
改
善
に
対
す
る
思
い
は
ほ
ぼ

　
類
似
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
交
通
問
題
で
は
全
く
反
対
の
考
え
が

　
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
例
え
ば
、
自
転
車
は
そ
も
そ
も
「
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
」
で
あ

　
る
の
で
、
学
内
を
自
由
に
乗
り
回
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
い
う
意

　
見
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
更
な
る
学
内
整
備
に
よ
る
駐
輪
場
の
拡
充
と

　
整
備
に
よ
り
解
決
が
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
、
利
便
性
が
向
上
す
る
。

　
こ
れ
と
は
反
対
に
狭
い
構
内
で
あ
り
、
乗
り
入
れ
規
制
を
せ
よ
と
い

　
・
豆
思
見
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
全
上
及
び
景
観
上
も
学
内
環
境
を
大

　
い
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
し
て
、
最
近
で
は
学
生
も
こ
の

意
見
に
賛
同
を
寄
せ
て
い
る
傾
向
が
伺
え
る
。

　
つ
ま
り
、
作
業
部
会
で
は
論
点
整
理
を
し
た
後
に
、
時
間
を
か
け
、

さ
ら
に
意
見
を
集
約
し
、
議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
学
生
・
教
職
員

の
意
見
の
方
向
性
を
見
極
め
I
S
O
1
4
0
0
1
規
格
の
も
と
で
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

五
　
自
転
車
乗
り
入
れ
規
制
区
域
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ラ
ザ
」

成
功

の

　
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
特
に
図
書
館
、
生
協
及
び
学
生
食
堂
に

囲
ま
れ
た
空
問
を
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ラ
ザ
」
と
呼
び
、
学
生
・
教

職
員
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
し
て
い
た
。
勿
論
、
ぞ
の
空
間
は
自

転
車
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
非
常

に
数
多
く
の
自
転
車
が
駐
輪
さ
れ
、
自
転
車
を
か
き
分
け
な
い
と
目

的
の
建
物
に
入
れ
な
い
現
状
が
続
い
た
。
学
内
の
大
方
の
意
見
で
は
、

こ
の
状
況
の
改
善
（
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
の
指
導
）
は
大
変
難
し
い
と

危
惧
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
平
成
一
六
年
秋
に
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
作
業
部

会
で
は
意
を
決
し
て
こ
の
改
善
に
臨
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
一
か
月
以

上
の
間
、
学
生
・
教
職
員
が
交
代
で
立
ち
番
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
粘
り
強
い
現
場
で
の
指
導
の
お
陰
で
、
現

在
で
は
そ
こ
に
駐
輪
す
る
自
転
車
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
（
写
真
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4
及
び
写
真
5
を
参
照
）
。

　
こ
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
プ
ラ
ザ
」
で
の
成
功
は
、
私
達
作
業
部
会

の
み
な
ら
ず
学
内
の
学
生
・
教
職
員
の
環
境
意
識
を
一
段
引
き
上
げ

る
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
み
て
い
る
。

指導前のキャンパス・プラザ写真4

六
　
自
転
車
登
録
制
度
の
導
入
と
構
内
乗
り
入
れ
規
制
区
域
の
設

　
定
に
向
け
て

「
キ
ャ
ン
パ
ス
㌔
フ
ラ
ザ
」

で
の
成
功
を
受
け
て
、
平
成
一
七
年
度

　
　
　
　
か
ら
は
「
自
転
車
の
登
録

　
　
　
　
制
度
」
を
開
始
し
た
。
こ

　
　
　
　
れ
は
、
放
置
自
転
車
が
年

指導後のキャンパス・プラザ写真5

間
数
百
台
も
学
内
か
ら
発

生
す
る
こ
と
や
、
駐
輪
ル

ー
ル
の
徹
底
等
、
マ
ナ
ー

の
向
上
を
進
め
る
た
め
の

「
管
理
面
の
強
化
」
に
踏

み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
一
年
を
経
過
し
て

登
録
率
が
よ
う
や
く
半
分

以
上
に
な
る
等
、
ま
だ
ま

だ
問
題
点
が
山
積
し
て
い

る
現
状
も
否
定
で
き
な

い
。
た
だ
、
盗
難
に
遭
っ

た
自
転
車
が
所
有
者
の
も

と
に
返
却
さ
れ
る
等
の
効
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果
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
次
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
平
成
一
八
年
度
後
期
の
あ

る
時
期
か
ら
は
、
学
内
の
中
心
部
分
へ
の
自
転
車
の
乗
り
入
れ
を
制

限
す
べ
く
、
す
で
に
学
内
掲
示
板
や
立
ち
番
指
導
等
に
よ
り
周
知
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
　
安
全
で
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
け
て

　
交
通
問
題
の
解
決
に
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
よ
う
な
「
難
し
さ
」

が
随
所
に
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
安
全
で
快
適
な
空
間
の

演
出
」
と
「
利
便
性
の
向
上
」
と
は
常
に
対
峙
す
る
側
面
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
問
題
の
解
決
に
は
一
進
一
退
を

繰
り
返
す
こ
と
も
多
々
あ
り
得
る
こ
と
を
承
知
し
て
お
く
必
要
も
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
交
通
問
題
は
多
様
な
思
い
が
複
雑
に
交
錯
す
る
こ

と
が
多
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
、
本
学
の
長
期
的
な
交
通
問
題
へ
の
取
組
を
振
り
返
っ
た
と

き
に
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
本
学
松
江
キ

ャ
ン
パ
ス
の
交
通
問
題
の
中
心
は
「
自
転
車
」
で
あ
る
が
、
考
え
て

み
れ
ば
二
〇
年
前
は
「
自
動
車
」
が
問
題
の
主
人
公
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
学
生
・
教
職
員
数
が
、
現
在
の
半
分
程
度

で
あ
り
、
自
動
車
は
構
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
を
走
り
ま
わ
り
、
交
通

事
故
の
危
険
性
と
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
当
時

は
、
私
も
本
学
の
学
生
で
あ
り
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
容
易
で
は
な

い
と
感
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
動
車
問
題
解
決
の
た
め
に
、
当

時
の
教
職
員
の
地
道
な
努
力
に
よ
り
、
構
内
に
交
通
規
制
を
設
け
た

こ
と
と
、
利
用
者
に
対
す
る
登
録
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
間
題
が
解
決
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　
一
見
地
道
で
困
難
な
作
業
が
多
い
「
交
通
問
題
」
で
は
あ
る
が
、

そ
の
解
決
へ
向
け
た
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
言
え

る
。
加
え
て
、
そ
の
た
ゆ
ま
な
い
努
力
の
「
計
画
（
P
）
」
、
「
実
施

（
D
）
」
、
「
点
検
（
C
）
」
、
及
び
「
見
直
し
（
A
）
」
の
諸
作
業
、
つ

ま
り
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
継
続
的
改
善
の
た
め
の
大
変
重
要
な
潤

滑
油
と
し
て
の
役
割
が
「
学
生
の
存
在
」
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
母
校
に
対
す
る
熱
い
気
持
ち
を
有
し
た
学
生
と
教
職
員
が

一
体
と
な
る
こ
と
こ
そ
が
、
問
題
解
決
の
近
道
で
あ
る
と
信
じ
て
い

る
Q　
近
い
将
来
、
共
に
問
題
解
決
に
あ
た
っ
た
学
生
諸
氏
と
と
も
に
、

「
少
し
昔
は
構
内
に
は
自
転
車
問
題
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
」
と
安
全

で
快
適
に
な
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
け
る
日
を
想
像
し
、
引
き
続
き

交
通
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。
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